【ここに代表者氏名及びプロジェクト名を入力してください】


令和７年度「プロジェクトＥ」研究プロジェクト申請様式

（　種目１　　種目２　　種目３）　（ジュニア部門　　 シニア部門）　　（　新規　継続　）
※それぞれ該当に〇印をしてください。
	ふりがな
代表者氏名
	　あいだい　たろう
　愛大　太郎

	所属学部・学科等
又は研究科・専攻等
	〇〇学部　〇〇学科（課程）　〇〇コース　２学年
　　　　　　研究科・学環　　　　　専攻　　　　　　　学年

	連絡先（携帯電話番号）
E-mail
	　・連絡のつく携帯電話番号を記載
　・大学メールなど普段から使用するメールアドレスを記載

	プロジェクト名
	〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
～必要に応じてサブタイトルをつける～

	申請研究経費
	３３千円

	指導教員
所属
役職・氏名
	　　　　　　　　　　学部　　　　　　学科（課程）
研究科・学環　　　　　　専攻
（役職）　　　　　　　　　（氏名）

	

プロジェクト
グループ構成

グループで応募する場合は全員を記入すること

代表者には、氏名の前に※印を付すこと
	所属等
	学年
	氏　名
	備　考

	
	〇〇学部〇〇学科
〇〇学部〇〇学科
▲▲学部▲▲学科
	２
２
１
	※愛大　太郎
城北　花子
樽味　次郎
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和7年4月１日現在の学年を記載してください。
【参考】
分　　類：過去に同様のテーマでの採択実績がある場合、継続に〇をつけること。
研究経費：原則として、１件８０千円を支援基準額とする。



プロジェクトを考えた動機
	[bookmark: _Hlk72871607]　プロジェクトを考えた動機について、具体的に記載してください。「なぜこのプロジェクトを行おうと考えたのか、どのような事象に問題意識を持ったのか、その背景には何があるのか、このプロジェクトは愛媛大学や社会にとってどのような意義があるのか」といった内容を記載すると良いでしょう。その際、自身の体験・経験を記載すると、より具体性が増します。














プロジェクトの目標
	本プロジェクトの目標を具体的に記載してください。到達目標を段階に分けて記載すると具体性が増すでしょう。

＜記載例＞
本プロジェクトの最終的な目標は、「○○」である。そのための到達目標として、以下の３点を設定する。

１．〇〇の現況及び課題を明らかにする
　19xx年から現在までの○○の推移を調査し、データベースを作成する。調査方法は文献研究及び○○が公開しているデータを活用する。さらに、愛媛県と他県との共通点や差異を考察することで、愛媛県特有の課題を明らかにし、・・・

２．○○のニーズを明らかにする
　上記の結果をさらに詳細に調査するため、当該地域の住民数名に対するオンラインインタビュー調査を実施し、〇〇の現況に関する住民の認識と、○○のニーズを明らかにする。インタビューの際には、・・・





調査・研究計画

	　本プロジェクトの調査・研究計画について、時期・内容等を具体的に記載してください。

＜記載例＞
【調査・研究計画】
１．〇〇に関する文献研究（～８月末）
　〇〇に関する文献研究を行う。研究対象となる文献は、・・・

２．○○に関するデータの収集（９月）
　愛媛県及び他県の○○の状況に関するデータを収集し、まとめる。データの収集には、○○と○○を活用し、・・・

３．インタビュー調査・分析のための質問票の作成（１０月）
　上記で収集したデータを活用・分析し、○○対象のインタビュー調査用設問を検討する。設問の設定に際しては、○○を参考とし、・・・

４．インタビュー調査の実施（１１月）
　○○を対象としたインタビュー調査を実施する。主な調査内容は〇〇と△△である。調査はオンラインで行い、対象数は○名を予定している。インタビューの依頼は、・・・










　（注）調査・研究計画（いつ、何を行うのか）を箇条書き等で簡潔に記載してください。



予　算　書

	区分
	数量
	単価
	金額
	備考

	
（例）
消耗品費
　書籍（書籍名）
　コピー用紙
　ICレコーダー
　

	


10冊
　6箱
　1個



	
　　　　（円）
2，000
500
10，000



	

（円）
20，000
3，000
10，000



	


先行研究用
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査用
ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査用



	合　計
	33，000
	


（注）表紙の申請研究経費と予算書の合計金額が一致しているか必ず確認してください。

　１）　研究に必要と思われる経費を記載してください。
　２）　予算は代表者の指導教員・各学部の総務チームを通じて支出します。
　※ 予算の内容は、調査・研究計画と整合性のあるものにしてください。
　※ 提出前に、金額に間違いのないよう、必ず合計額等の確認（検算）をお願いします。
　※ ５万円以上の物品（例：パソコン）を購入した場合、規則上、当該物品は指導教員の研究室の管理物品（少額備品）になります。申請者個人の所有物とはなりませんので、ご留意ください。

